
５
倍
増
加
し
た
。
自
転
車
同
士
の
事
故
も
平
成

22
年
は
３
７
９
６
件
で
、
10
年
前
の
１
・
６
倍

に
増
え
て
い
る
。

自
転
車
は
道
路
交
通
法
（
以
下
、
道
交
法
）

で
「
車
両
」
と
規
定
さ
れ
、
従
来
か
ら
原
則
車

道
を
走
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
歩
道
で

の
自
転
車
と
歩
行
者
の
事
故
が
急
増
。
こ
の
た

め
、
警
察
庁
は
平
成
19
年
よ
り
道
交
法
改
正(

施

行
は
平
成
20
年)

で
自
転
車
の
歩
道
通
行
要
件
を

定
め
、
走
行
位
置
を
明
確
化
し
た
。

今
回
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
ア
イ
で
は
、
改
正
道

交
法
が
施
行
さ
れ
て
２
年
以
上
が
経
過
し
た

今
、
自
転
車
利
用
者
の
走
行
状
況
の
実
態
に
焦

点
を
当
て
た
。

観
察
エ
リ
ア
は
、
東
京
メ
ト
ロ
西
葛
西
駅
か

ら
伸
び
る
生
活
道
路
。
周
辺
は
平
坦
な
道
が
多

く
、
自
転
車
の
利
用
が
盛
ん
で
、
通
勤
や
通
学
、

買
物
や
移
動
な
ど
で
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
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混合交通を観察する
●series─242 自転車利用者の通行状況を観察する

8

車道と歩道が分離されている道路で、
自転車はどこを走行しているか？

●観察場所／東京都江戸川区西葛西５丁目付近
●観察日／4月2日（土曜日） ●天候／曇り
●観察時間／17:00～18:32
●観察者／3名

本冊子は再生紙に植物インキで
印刷しています。 次号は２０１１年６月２０日発行予定となります。

車道の左側端を通行していた自転車は
何％いたでしょうか？

Q1 平
成
22
年
の
自
転
車
乗
用
中
の
死
傷
者
数
を

法
令
違
反
別
に
み
る
と
、
自
転
車
側
に
違
反
が

あ
っ
た
割
合
が
約
３
分
の
２
を
占
め
る
（
左
円

グ
ラ
フ
参
照
）。
ま
た
、
自
転
車
関
連
事
故
は

15
万
１
６
２
６
件
で
、
交
通
事
故
全
体
の
約
２

割
を
占
め
て
い
る
。

自
転
車
事
故
の
増
減
は
こ
の
10
年
ほ
ぼ
横
ば

い
で
、
８
割
以

上
は
対
自
動
車

だ
が
、
対
歩
行

者
事
故
に
限
る

と
、
平
成
12
年

の
１
８
２
７
件

か
ら
平
成
22
年

は
２
７
６
０
件
。

10
年
間
で
１
・

★Ｑ１の回答
車道の左側端を通行していた
自転車は806台中369台（46％）
日没を挟んで90分観察した結果、車道を
走行した車両は451台、歩道を走行した車両
は355台。車道を走行した自転車451台のう
ち、左側通行が369台、右側通行（逆走）は
82台だった。道交法を守り、車道の左側端
を走行していた自転車は合計806台中369台
（45.8％）と過半数を割り込む結果となった。
逆走する自転車は、対向する自転車を避け
ようとして車道中央寄りに大きくふくらむケ
ースを多く見かけた。左側通行している車両
でも、常に荷降ろしのトラックや送迎の乗用
車が駐停車していたため、自転車に乗用した
まま歩道に乗り入れたり、車道中央よりに迂
回するなど、進路の変更を余儀なくされてい
た。
歩道上は行き交う人々で混雑していたが、
自転車を降りて手で押して通行した人はわず
か11人だった。また、二人乗り、携帯電話
使用などでの片手運転も39例ほど観察され
た。

広
く
利
用
し
て
い
た
。
観
察
地
点
は
片
側
１
車

線
ず
つ
の
直
線
道
路
で
両
側
に
歩
道
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。
車
道
の
左
側
端
の
路
側
帯
部
分
を

利
用
し
て
ブ
ル
ー
に
ペ
イ
ン
ト
し
、
自
転
車
専

用
の
通
行
帯
（
自
転
車
道
）
と
し
て
整
備
さ
れ

て
い
る
。
前
後
の
エ
リ
ア
か
ら
車
道
の
左
側
端

へ
と
自
転
車
を
ス
ム
ー
ズ
に
誘
導
す
る
看
板
な

ど
も
設
置
さ
れ
て
い
た
。

自
転
車
は
ク
ル
マ
な
ど
と
衝
突
し
て
自
分
が

被
害
者
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
歩
行
者
に
接

触
し
て
死
亡
事
故
に
至
り
加
害
者
に
な
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
。
賠
償
責
任
保
険
等
に
加
入

し
て
い
な
い
自
転
車
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
自

転
車
が
加
害
者
と
な
っ
た
死
亡
事
故
な
ど
で

は
、
東
京
地
裁
が
５
０
０
０
万
円
余
の
賠
償
を

命
じ
る
（
07
年
４
月
）
な
ど
、
高
額
賠
償
の
事

故
も
続
出
し
て
い
る
。

ま
ず
、
自
転
車
は
ク
ル
マ
や
バ
イ
ク
と
同
じ
く

「
車
両
」
で
あ
る
こ
と
を
強
く
認
識
す
る
必
要
が

あ
り
、
そ
の
上
で
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
道
交
法
違
反
で
あ
る
逆
走

は
、
カ
ー
ブ
や
路
上
駐
車
な
ど
見
通
し
の
悪
い

場
所
で
対
向
車
か
ら
の
発
見
が
遅
れ
る
な
ど
の

危
険
性
が
あ
る
。
標
識
な
ど
で
歩
道
通
行
が
認

め
ら
れ
て
い
る
場
合
を
除
い
て
、
交
通
の
流
れ

に
沿
っ
て
車
道
の
左
側
端
を
通
行
す
る
こ
と
が

自
分
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

ま
た
、
道
交
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
夜
間

の
ラ
イ
ト
点
灯
は
、
自
分
の
視
界
を
確
保
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
歩
行
者
や
ク
ル
マ
・
バ
イ
ク
な

ど
に
接
近
を
気
づ
い
て
も
ら
え
る
確
率
を
高
め

る
。
日
暮
れ
時
を
走
行
す
る
際
は
、
早
め
に
ラ
イ

ト
を
点
灯
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
た
だ

ル
ー
ル
だ
か
ら
守
る
の
で
は
な
く
、
歩
行
者
や
他

車
の
視
点
か
ら
「
な
ぜ
危
険
な
の
か
」
を
捉
え
直

す
こ
と
が
事
故
防
止
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

先
述
の
よ
う
に
、
自
転
車
事
故
の
う
ち
、
自

転
車
に
違
反
の
あ
る
割
合
が
約
３
分
の
２
を
占

め
る
。
も
し
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
た
ら
、
こ
れ

ら
の
事
故
は
防
げ
た
か
も
し
れ
な
い
。
自
転
車

を
利
用
す
る
す
べ
て
の
世
代
に
向
け
て
、
安
全

教
育
の
場
と
機
会
を
増
や
し
、
ル
ー
ル
を
徹
底

し
て
も
ら
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

日没後、無灯火で走る自転車は
何％いたでしょうか？

Q2

★
Ｑ
2
の
回
答

無
灯
火
で
の
夜
間
走
行
は
、

２
４
３
台
中
１
４
６
台
（
６０
％
）

同
じ
観
察
地
点
で
、
日
没
後
の
30
分
間
に
自
転

車
の
ラ
イ
ト
点
灯
状
況
の
観
察
を
行
っ
た
。
観
察

の
結
果
、
２
４
３
台
中
、
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
て
い

た
の
は
97
台
（
39
・
９
％
）。
残
り
の
１
４
６
台

（
60
・
１
％
）
は
無
灯
火
だ
っ
た
。

街
灯
は
点
灯
し
て
い
た
が
周
囲
は
か
な
り
暗

く
、
日
没
の
30
分
後
に
は
、
ク
ル
マ
や
バ
イ
ク
の

ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
る
ま
で
観
察
者
が
自
転
車
の

存
在
に
気
づ
か
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、

自
動
点
灯
の
ラ
イ
ト
を
持
つ
自
転
車
は
日
没
の
30

分
ほ
ど
前
か
ら
点
灯
し
て
い
た
。

歩
行
者
の
数
が
減
少
し
た
た
め
、
歩
道
を
走
る

自
転
車
の
ス
ピ
ー
ド
は
目
に
見
え
て
上
が
っ
た
。

そ
の
た
め
、
歩
行
者
が
自
転
車
に
道
を
譲
る
た
め

に
立
ち
止
ま
っ
て
い
た
。
ク
ル
マ
の
通
行
量
も
減

っ
た
た
め
、
車
線
を
越
え
て
自
由
に
車
道
を
往
来

す
る
自
転
車
が
多
く
見
ら
れ
た
。

Why

自
転
車
事
故
の
う
ち
、

自
転
車
に
違
反
の
あ
る

割
合
が
約
３
分
の
２

Advice

歩
行
者
や
他
車
の
視
点

か
ら
「
な
ぜ
危
険
な
の
か
」

を
捉
え
直
す

A

道路交通法（自転車の走行位置）

●車道を通行するのが原則
●車道は左側端を通行する
●下記の場合は歩道通行可
①標識等で通行可とされている
②13歳未満の子どもや70歳以上の方、身体が
不自由な方の場合
③安全上やむを得ない場合

●平成22年の自転車乗用中の
死傷者数（警察庁資料）

●右カーブ道路の右側通行の危険

（SJクイズの解答：Q1④、Q2④、Q3②）

●自転車利用者の通行状況（806台中）

小学生以下 11
左側走行 右側走行 乗車して通行 降車して押し歩き

小計
車道通行 歩道通行

45
301
12

369（45.8％） 82（10.2％） 344（42.7％） 11（1.4％） 806

4
13
63
2

25
31
280
8

0
4
7
0

40
93
651
22

中学生・高校生
成　人
高齢者
小　計

●自転車利用者のライト点灯状況（243台中）観察時間／日没（18：02）から30分間

小学生以下 3
ライト点灯 無灯火 小計

11
77
6

97（39.9％） 146（60.1％） 243

3
15
123
5

6
26
200
11

中学生・高校生
成　人
高齢者
小　計

※小学生以下（13歳未満）、
中学生・高校生（13～18歳）、
成人（19～ 64歳）、高齢者
（65歳以上）の判断は観察者
の判断による

自動車は道路の左側を通行するため、見通しの悪
い右カーブなどでは、対向する右側通行の自転車
の発見が遅れがちになる。
出典：（財）交通事故総合分析センター「イタルダ・インフォメ

ーションNo.46」より抜粋

実際の観察から

逆走する自転車

自転車道を塞ぐ
駐車車両

A
実
際
の
観
察
か
ら

違反なし
34.8％
51,605人 違反あり

65.2％
96,819人

日没直後


